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Abstract

Characteristics o£ an interdigital-H type structure with focusing 

finger electrodes ( IHQ ) are studied. The prototype linac is designed 

to accelerate protons from 0.8 to 2.0 MeV and is under construction.

1 . はじめに

高加速電力効率のインターデジタルH 構造に収束力の強い高周波四重極電場（フィンガ 
— 付ドリフ卜チューブ）を持たせ両者を組合わせて中エネルギー領域加速を狙ったI H Q  

型線型加速器の開発研究を行なっている。 研究方法として以下の順番でプログラムを 
進めている。

1 . フィンガー付モデルI H 共振空洞の製作
2 . 四重極鼋場の磁石モデルによるシミュレーション，多重極磁場成分の測定，ギャ 

ップの磁場分布測定（加速，四重極）
3 . モデル共振空洞による電場分布とシャン卜インピーダンス（Z s ) の測定
4. R F Q 収束によるI H Q 型の加速特性の解析的検討，シャン卜インピーダンス特 

性の検討
5 . 数値解析による粒子の軌道計算
6 • プロ卜タイプ加速器の1 / 2 スケールモデルの設計製作と電場測定
7 . 陽子加速プロトタイプI H Q 型線型加速器の設計製作
8 . プロ卜タイプI H Q の真空，チューナ等のテス卜及び電場測定
9 ， 陽子加速テス卜装置用各種モニタ一，R F 高周波電源，同期安定運転エレクトロ 

ニックス等の製作，整備 

1 0 • 陽子加速，特性テス卜
昨年は4 〜 6 ぐらいを報告，今回は7 〜 9 に付いて報告する。

2 . プロ卜タイプI H Q 線型加速器の製作

1 / 2 スケールモデルの測定結果にもとずき設計し，組立ての容易さから空洞は上下タ 
ンクと中間リッジ板の3 枚下ろし構造とした。 ドリフ卜チューブ軸中心で± 0 . 1 m  

m が保障される様に工作精度を決めるとともに，精度の有るロッドで軸出しを行なった。 
空洞は3 0 " m 以上の銅メッキを施した鉄製，フィンガー付ドリフ卜チューブはN C 工作 
機械により銅製一体構造で製作した。



この加速空洞は電場，周波 
数粗調整のニ台の手動容量性 
チューナ，周波数微調整用パ 
ルスモータ駆動の誘導性チュ 
-ナ，ニ個のピックアップ用 
ループ，R F カップラー，3 

個の視き窓，6 インチの真空 
排気ポー卜を装備している。

加速空洞上下タンクはチャ 
ンネルを溶接して冷却，中間 
板はドリル穴工作により直接 
冷却， ドリフ卜チューブはス 
テムを通して銅の熱伝導で冷
却を行なう。 鉄中を冷却 図一1 製作中の中間板とドリフトチューブの写真
水が流れるため，市水を垂れ
流しする予定である。 メッキ前中間 
板とドリフ卜チューブ組立て時の写真を 
図 1 に示す。 図 2 に組立たプロ卜タ 
イ プ I H Q 型線型加速器を示す。
3 . 加速空洞各種テス卜結果 

真空テス卜は工程毎に行ない銅メッキ
前， 1 〜 2 日を5 0 0 丨/ s の分子ボン 
プで引いて3 x 1 0  ( — 7 ) Torr, メツ 
キ後周じ条件で5 x 1 0 (— 7) Torrと 

成り大学へ移動した。 分子ポンプ1 

台で十分1 0  ( — 7) Torrだいを保てる 
であろう。

加速空洞の共振周波数は入射器に予定 
している東大核研R F Q 線型加速器T A  

L L 共振周波数1 0 1 .  3 M H z に容量 
性チューナで合せる事が出来た。 Q 

値 は 1 1 0 0 0 であった。 電場分布 
はパ一タ一ビング法で測定しデザイン値 
にほぼ近い分布になった。 図一2 組 立 た I H Q 型線型加速器
4 . プロ卜タイプI H Q 線型加速器隰芊加速テス卜装置

入射器として核研R F Q 線型加速器T A  L L を初段に借用し， I H Q 線型加速器の陽子 
加速テ ス 卜装置を現在建設中である。 各種モニターの製作， F M 放送機を改修しR F 

高周波源の整備等を完了した。 両線型加速器のマッチング，同期連動運転のこと等陽 
子加速特性試験を今年秋までに完了しようとしている。 図3 にプロ卜タイプI H Q 線 
型加速器の2 M e  V 陽子加速テ ス 卜装置の配置とその主要パラメータを示す。
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